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＜連絡事項＞

・感染対策委員会より～インフルエンザ予防対策として、面会者にはマスク着用を義務付ける方向で話が進んでいます。マスク設置場所は外来、南病棟Ａユニット、北病棟の予定で、詳細は後日改めて報告するとの事です。

・食事サービス委員会より～正月外泊予定者を早目に栄養チーム、日清へ報告して下さい。また、元日には特別メニューとして折りが配膳されますが、その折りが配膳車に収納不可の為、当日出勤スタッフがレストランへ取りに行く事になります。ミーティングを後日行う予定ですので、当日出勤予定者で担当になったスタッフは参加して下さい。

・最近、外出泊届の処理が滞っていたり、用紙が所定の場所に保存されていない事が多く見られています。患者様やご家族様からのクレームの原因にもなり兼ねますので、再度外出泊届の処理の流れを確認し、徹底して行うようにして下さい。未決ボックスに入れておくのではなく許可をもらったら栄養→病棟に保管まで行いましょう。

＜患者様連絡事項＞

・本田　英之様～急遽本日9：00～１２月６日（日）16：00までの外泊に行かれています。帰院時にご家族様から次回の外出泊についての話が度々ある方ですので、その場で外出泊届に記入してもらうようにして下さい。

・村田　タカ様～便の検査結果、異常無しとの事です。

＜注目患者様＞

・泉川　ケイ子様～今朝より不機嫌さあり、１３号室へ一時的に入室して頂いています。日中は不機嫌さ無く、落ち着いて過ごされています。状況に応じて個室を使用していく事としています。

・松橋　清子様～配膳車より勝手に膳を取り、時間を守らず他者より先に自室で召し上がる行動について、先週より対応を統一しています。現在は配膳時間を守れてきてはいますが、依然自室で食事を摂られています。誤嚥・窒息の防止目的にて、以下の対応を統一して行っていきましょう。

　　　　　　　　①　スタッフが膳を取り、手渡しする。

　　　　　　　　②　ホールで摂取するよう促す。

　　　　　　　　③　②を拒否し、食事の拒否もあった場合は、自身で下膳して頂く。

　　　　　　　　上記対応についてご家族様へ説明、了承後に実施する事としています。

＜隔離室入室患者様＞

・倉橋　俊照様～終日隔離継続中。

　　　　　　　　食事の際、口腔内への詰め込みがあり、誤嚥の可能性高い事から、本日昼食より、常食から全粥・キザミへ食事形態変更となっています。また、スプーンの形状も中位の大きさ（大スプーンとデザートスプーンの中間の大きさ）の物を提供する事にしています。食事の際は必ず見守り・介入を行い、気道閉塞に

　　　　　　　　注意し食事摂取していただきましょう。

・坪　邦俊様～終日隔離継続中。

　　　　　　　本日より時間指定なく、落ち着いているときは開放観察してみるように指示が出ており実施していますが、問題行動なく落ち着いて過ごされており、入浴もスムーズに行えています。引き続き、適宜開放観察実施し、他者とのトラブルに注意しながら精神症状の観察を行っていきましょう。
・池野　功一様～終日隔離継続中。

　　　　　　　　今朝、奇声を上げながら左手で拳を作り、左頬を殴り続けるという自傷行為見られています。介入にもやめられる気配なく、左手のみ１時間程度拘束しています。入浴後は同行為なく経過しており、食事・服薬も問題なく行えています。引き続き、危険行為に注意し、観察していきましょう。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・神田　直樹様～他者を見下すような発言、迷惑行為があり、トラブルに至る可能性は未だ高いままで経過しています。振り返りにも認識がない様子です。今後も自身の行動の振り返りを行いながら、病識を持てるよう関わっていきましょう。

・鈴木　和則様～日課は遅れる事無く行えていますが、余暇時はほとんど自室で臥床し過ごされています。以前よりアトピー性皮膚炎で悩む事が多く、母様に対し「なぜ自分を産んだんだ。もう死にたい。」等、希死的発言聞かれていたとご家族様より情報あります。現在、問題行動無く静かに過ごされていますが、衝動行為に注意し、観察していきましょう。

